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『
源
氏
物
語
』
の
よ
う
に
和
語
を
基
調
と
す
る
作
品
の
中
で
、
漢
語
は
、

文
章
内
容
を
伝
え
る
う
え
で
重
要
な
働
き
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
最
も
大

き
な
働
き
は
、
和
語
で
は
表
現
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
意
味
を
補
い
、
伝

え
る
べ
き
内
容
を
明
確
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、『
源
氏

物
語
』
の
、
特
に
一
字
か
ら
な
る
漢
語
動
詞
に
着
目
し
て
、『
源
氏
物
語
』

の
よ
う
な
和
文
の
な
か
で
漢
語
動
詞
が
果
た
す
意
味
に
つ
い
て
論
じ
て
き

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
語
動
詞
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
漢
字
漢
語

の
和
語
化
を
経
て
、
多
義
的
で
、
一
般
的
な
意
味
に
な
り
や
す
い
和
語
動

詞
の
特
性
を
補
う
べ
く
、
限
定
的
で
、
専
門
的
な
意
味
を
表
す
の
に
適
し

た
漢
語
動
詞
を
利
用
し
て
き
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　
『
源
氏
物
語
』
に
使
わ
れ
る
漢
語
動
詞
の
語
幹
を
形
成
す
る
漢
字
漢
語

（
本
稿
で
は
こ
れ
を
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
と
称
す
る
）
の
成
立
に
つ
い
て
考

え
る
と
き
、
古
代
の
中
国
文
献
と
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
意
味
を
比
較
す

る
こ
と
は
重
要
な
作
業
と
考
え
ら
れ
る
が
、
古
代
中
国
文
献
の
漢
語
動
詞

形
成
漢
字
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
か
、
つ
ま
り
訓
読
と
い
う
翻
訳
行
為
の

な
か
で
漢
語
動
詞
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
も

日
本
に
お
け
る
漢
語
動
詞
の
成
立
過
程
や
働
き
を
考
え
る
う
え
で
、
重
要

な
作
業
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
訓
読
に
お
け
る
漢
語
動
詞
が
、

『
源
氏
物
語
』
の
よ
う
な
和
文
で
使
用
さ
れ
る
漢
語
動
詞
の
成
立
と
関
連
付

け
ら
れ
る
可
能
性
も
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
、『
源
氏
物
語
』
と
書
写
年
代
が
近
く
、『
白
氏
文
集
』

の
訓
点
資
料
の
中
で
最
も
古
い
『
神
田
喜
一
郎
博
士
旧
蔵
白
氏
文
集
』（
以

下
、
神
田
本
と
表
記
す
る（1
））

を
基
礎
資
料
に
し
て
、
漢
語
動
詞
形
成
漢
字

を
対
象
に
、
漢
文
訓
読
に
お
い
て
、
そ
れ
が
漢
語
動
詞
と
和
語
動
詞
の
ど

ち
ら
で
読
ま
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
、
漢
文
訓
読
の
漢
語
動
詞
と
和
文
の

漢
語
動
詞
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
。（
本
稿
で
は
、
以
下
、
漢
語
動
詞
の

訓
を
漢
語
動
詞
読
み
と
表
現
し
、
和
語
動
詞
の
訓
を
和
語
動
詞
読
み
と
表
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現
す
る
。）
さ
ら
に
、
白
氏
文
集
の
訓
点
資
料
と
し
て
、
そ
の
後
に
書
写
さ

れ
た
加
点
資
料
で
あ
る
『
金
沢
文
庫
本（2
）』『

天
理
図
書
館
本（3
）』（

以
下
、
そ

れ
ぞ
れ
金
沢
本
、
天
理
本
と
表
記
す
る
）
に
つ
い
て
も
、
神
田
本
の
訓
と

の
比
較
を
行
い
、
白
氏
文
集
の
三
種
類
の
訓
点
資
料
（
神
田
本
・
金
沢

本
・
天
理
本
）
に
お
け
る
漢
語
形
成
漢
字
の
読
み
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
は
、
漢
字
一
字
の
み

で
形
成
さ
れ
る
も
の
に
限
っ
て
い
る
。
本
来
な
ら
、
二
字
以
上
か
ら
な
る

漢
語
動
詞
形
成
漢
字
も
対
象
と
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、『
源
氏
物
語
』
の
二

字
か
ら
な
る
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
は
、
神
田
本
で
は
す
べ
て
漢
語
動
詞
読

み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
和
語
動
詞
読
み
と
の
比
較
考
察
の
対
象
か
ら
除
い

た
。

二　

漢
語
動
詞
の
認
定
の
た
め
の
作
業

　

神
田
本
に
は
、
表
1
に
示
す
『
源
氏
物
語
』
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字

35
字（4
）の

う
ち
、
表
2
に
示
す
12
字
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
が
使
用
さ
れ
て

い
る（5
）。

　

表
2
は
、
ま
ず
は
翻
刻
文
を
通
読
し
な
が
ら
用
例
を
確
認
し
、
個
々
の

例
に
つ
い
て
写
真（6
）に

よ
っ
て
、
別
筆
か
ど
う
か
確
か
め
た
。
翻
刻
文
で
は
、

例
え
ば
「
感
（
ズ
ル
）」
の
よ
う
に
補
読
に
よ
り
、
漢
語
動
詞
と
し
て
読
ん

で
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
訓
点
の
加
点
状
況
に
よ
っ
て
、
そ

の
読
み
方
が
分
か
ら
な
い
例
は
、
表
2
の
用
例
数
か
ら
除
い
た
。

　

以
下
、
漢
語
動
詞
読
み
か
和
語
動
詞
読
み
か
の
判
断
は
次
の
よ
う
に

行
っ
た
。
ま
ず
、
声
点
・
音
合
符
・
音
読
符
が
付
さ
れ
た
例
は
、
漢
語
動

詞
読
み
が
明
ら
か
な
の
で
用
例
と
し
て
採
取
し
た
。
さ
ら
に
、
資
料
中
の

複
数
の
用
例
に
お
い
て
、
そ
の
活
用
語
尾
か
ら
漢
語
動
詞
読
み
と
判
断
で

き
る
も
の
は
、
こ
れ
を
採
取
し
た
。
さ
ら
に
、
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄

（
以
下
、
名
義
抄
と
表
現
す
る
）
に
サ
行
に
活
用
す
る
和
語
動
詞
が
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
漢
語
動
詞
読
み
と
し
て
採
取
し

た
。 服 按 孝 調 念

1 1 3 15 67

用 要 辞 制 奏

1 1 3 12 60

論 勘 拝 請 誦

1 1 3 8 48

感 秘 信 具

1 3 7 36

死 弄 臆 怨

1 3 6 34

動 先 興 屈

1 2 4 25

難 練 困 領

1 2 4 24

褙 和 講 啓

1 1 3 15

表
1　
『
源
氏
物
語
』
の
一
字
漢
語
動
詞
と
用
例
数

信 感

2 12

調 死

1 11

啓 奏

1 9

要 服

1 4

論 和

1 4

制

3

按

2

表
2　
『
源
氏
物
語
』
と
一
致
す
る
神
田
本
の
一
字
漢
語
動
詞
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（
1
）
声
点
・
音
読
符
に
よ
り
、
漢
語
動
詞
読
み
と
判
断
し
た
例

「
按
」
に
去
声
の
声
点
が
あ
る
例

・
按
（
去
）
シ
、〖
左
、「
ア
ン
シ
」（
角
）〗〖
左
、「
ア
ン
シ
」〗
て
（
巻
三　

251
行
目
）

「
啓
」
に
上
声
の
声
点
が
あ
る
例

・
啓
（
上
）
す
（
巻
三　

329
行
目
）

（
2
）
送
り
仮
名
や
名
義
抄
の
訓
か
ら
漢
語
動
詞
読
み
と
判
断
し
た
例

　

例
え
ば
、
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
「
感
」
に
は
、
声
点
等
が
付
さ
れ
て
い

な
い
が
、
名
義
抄
に
掲
載
さ
れ
た
動
詞
の
訓
に
、「
ウ
ゴ
ク　

イ
タ
ム　

カ

ナ
フ　

ホ
ム　

カ
フ
ル
」（
僧
中　

三
八
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

中
に
サ
行
に
活
用
す
る
和
語
動
詞
が
無
い
。
ま
た
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
未

然
形
が
「
せ
」
で
、
完
了
の
助
動
詞
「
り
」
の
前
が
己
然
形
（
命
令
形
）
の

「
せ
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
四
段
・
下
二
段
で
は
な
く
、
サ
変
と
い
う
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

・
感
（
セ
シ
メ
）
は
〖
角
、「/

セ
シ
メ
ハ
」〗
〖
イ
、「/

セ
シ
メ
ハ
」〗（
巻

三　

61
行
目
）

・
感
す
〖
イ
、
ス
〗（
巻
三　

235
行
目
）

・
感
（
ス
ル
）
こ
と
〖
イ
、
ス
ル
コ
ト
〗（
巻
三　

236
行
目
）

・
感
セ
リ
（
巻
三　

12
行
目
）

三　

漢
語
動
詞
と
和
語
動
詞
の
読
み
分
け
の
有
無

　

本
節
で
は
、
神
田
本
に
お
い
て
、
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
と
の

間
に
何
ら
か
の
読
み
分
け
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　

漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
の
両
方
が
存
す
る
漢
語
動
詞
形
成
漢

字
と
し
て
は
、「
啓
」「
調
」「
対
」「
征
」
が
あ
る
。
た
だ
し
、「
対
」「
征
」

は
、『
源
氏
物
語
』
で
は
、
漢
語
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

（
1
）「
啓
す
（
ケ
イ
ス
）」
と
「
啓
く
（
ヒ
ラ
ク
）」

　

後
掲
の
用
例
1
に
示
す
よ
う
に
、
漢
語
動
詞
で
読
ま
れ
た
動
詞
「
啓
」

字
は
、「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
啓
」
の
主
体
は
王
子
で

対
象
者
は
聖
人
で
あ
る
。
一
方
、
和
語
動
詞
で
読
ま
れ
た
動
詞
「
啓
」
字

は
、「
ヒ
ラ
ク
」
と
い
う
動
詞
で
読
ま
れ
て
お
り
、
用
例
2
、
用
例
3
い
ず

れ
も
「
開
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
用
例
2
は
、
主
体
が
天
子
で
、
目

的
語
が
歯
で
あ
る
。
用
例
3
は
、
主
体
が
不
特
定
の
誰
か
で
、
目
的
語
が

貪
心
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、「
ケ
イ
ス
」
と
読
ま
れ
た
漢
語
動
詞
の
意
味
と
、「
ヒ
ラ

ク
」
と
読
ま
れ
た
和
語
動
詞
の
意
味
は
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、

動
詞
「
啓
」
字
を
、
漢
語
動
詞
と
し
て
「
ケ
イ
ス
」
と
読
む
か
、
和
語
動

詞
と
し
て
「
ヒ
ラ
ク
」
と
読
む
か
の
判
断
は
、
漢
文
中
の
動
詞
「
啓
」
字

の
意
味
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
源
氏
物
語
』
に
現
れ
る
「
啓
す
」
の

意
味
は
、「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
な
の
で
、
神
田
本
で
「
啓
」
を
漢

語
動
詞
で
読
ん
で
い
る
背
景
に
は
、
和
文
で
も
使
用
さ
れ
る
「
啓
す
」
と

か
か
わ
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。『
源
氏
物
語
』
の
「
啓
す
」
と
、
神
田

本
の
「
啓
す
」
の
意
味
を
比
較
す
る
と
、『
源
氏
物
語
』
の
「
啓
す
」
が
、

東
宮
や
三
后
を
対
象
と
す
る
の
に
対
し
て
、
神
田
本
の
「
啓
す
」
は
、
聖

人
を
対
象
と
す
る
と
い
う
点
で
、
対
象
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

対
象
を
貴
人
と
い
う
範
囲
に
広
げ
れ
ば
、『
源
氏
物
語
』
の
「
啓
す
」
と
神

田
本
の
「
啓
す
」
の
意
味
に
は
、
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。

1　

曲
（
ク
ヰ
ヨ
ク
）、
終ヲ
ハ

て
王（
ワ
ウ
シ
）

‐
子
、
聖
（
セ
イ
シ
ン
）
人
に
啓
（
ケ
イ
）（

上
）
す
。（
巻
三　

329
行
目
）

2　

〃
〃
（
天
子
）
之コ
レ

が
為
（
タ
メ
）（

去
）
に
、
微
ヤ
ウ
ヤ
ク

に
〖
左
、
ス
コ
シ
又
ヒ
ソ

（
カ
ニ
）〗、
歯ハ

を
啓ヒ
ラ

ク（
巻
四　

149
行
目
）

3　

誰
（
タ
レ
）か
黠
（
ク
ワ
ツ （
入
声
）‐
虜ロ
）
の
貪（
タ
ム
シ
ム
）

‐
心
を
啓ヒ
ラ

ク
こ
と
を
知（
シ
）
（
ラ
）
む
。

（
巻
四　

177
行
目
）

（
2
）「
調
ず
（
テ
ウ
ス
）」
と
「
調
ふ
（
シ
ラ
ブ
、
ト
ト
ノ
フ
）」

　

用
例
4
の
漢
語
動
詞
で
読
ま
れ
た
動
詞
「
調
」
字
は
、「
調
律
す
る
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
主
体
は
、
梨
園
の
弟
子
で
、
対
象
は
律
呂
で
あ
る
。

一
方
、
用
例
5
の
和
語
動
詞
で
読
ま
れ
た
動
詞
「
調
」
字
は
、「
演
奏
す

る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
主
体
は
演
奏
者
で
、
対
象
は
五
弦
で
あ
る
。

　

用
例
4
は
、
漢
語
動
詞
と
し
て
読
ま
れ
る
他
に
、
異
訓
と
し
て
「
ト
ト

ノ
ヘ
」「
シ
ラ
フ
」
の
和
語
動
詞
の
訓
も
付
さ
れ
る
。
特
に
、「
シ
ラ
フ
」

に
は
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
用
例
4
は
、「
調
律
す
る
」
と
い
う
意
味
を

表
す
動
詞
「
調
」
字
を
漢
語
動
詞
で
読
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
異
訓
も

存
し
た
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
、
異
訓
が
存
す
る
の
か
、
特
に
「
シ
ラ
フ
」

に
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
が
不
明
で
あ
る
。

た
だ
、
神
田
本
の
加
点
者
は
、
当
該
箇
所
の
動
詞
「
調
」
字
を
漢
語
動
詞

で
読
ん
で
い
る
と
判
断
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
田
本
で
は
、「
調
律
す

る
」
と
い
う
意
味
で
は
漢
語
動
詞
で
読
み
、「
演
奏
す
る
」
と
い
う
意
味
で

は
和
語
動
詞
「
シ
ラ
フ
」
で
読
ん
で
い
る
と
考
え
る
。

　

神
田
本
の
「
調
ず
」
の
意
味
が
「
調
律
す
る
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

『
源
氏
物
語
』
の
「
調
ず
」
は
、「
整
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
調
律

す
る
」
と
い
う
の
は
、
音
に
限
定
さ
れ
る
も
の
の
、「
整
え
る
」
と
い
う
意

味
と
し
て
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
源
氏
物
語
』
の
「
調
ず
」
の
「
整

え
る
」
と
い
う
意
味
に
近
い
。
神
田
本
で
和
語
動
詞
「
シ
ラ
フ
」
と
読
ま

れ
た
「
演
奏
す
る
」
と
い
う
意
味
は
、『
源
氏
物
語
』
の
「
調
ず
」
に
は
認
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め
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
源
氏
物
語
』
の
「
調
ず
」
と
神
田
本
の

「
調
ず
」
は
、
意
味
的
に
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
。

4　

梨（
リ
エ
ン
）

‐
園
の
弟（
テ
イ
シ
）子、
律
（
リ
チ
リ
ョ
）
呂
を
調
（
テ
ウ
）す

〖
イ
、
ト
ヽ
ノ
ヘ　

又
＼
シ
ラ
フ
〗。

（
巻
三　

116
行
目
）

5　

五（
コ
ク
ヱ
ン
）

‐
絃
、
一（
イ
チ
イ
チ
）

‐
々
に
君
（
キ
ミ
）か
為
（
タ
メ
）に
、
調シ（
ラ
）フ
。（
巻
三　

289
行
目
）

（
3
）「
対
す
（
タ
イ
ス
）」
と
「
対
ふ
（
ム
カ
フ
）」

　

用
例
6
の
動
詞
「
対
」
字
は
、「
対
面
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
主

体
は
天
子
で
、
対
象
者
は
蛮
子
の
謁
見
者
で
あ
る
。
こ
れ
を
漢
語
動
詞
で

読
ん
で
い
る
。
用
例
7
の
動
詞
「
対
」
字
も
「
対
面
す
る
」
と
い
う
意
味

で
あ
り
、
同
じ
く
漢
語
動
詞
で
読
ん
で
い
る
。
用
例
6
と
同
じ
く
、
主
体

は
天
子
で
、
対
象
者
は
蛮
子
の
謁
見
者
で
あ
る
。
用
例
8
の
動
詞
「
対
」

字
も
「
対
面
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
用
例
6
や
7
と
同
じ
く
、
主

体
は
天
子
で
、
対
象
者
は
蛮
子
の
謁
見
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
用
例
8
で

は
、
右
訓
が
「
ム
カ
フ
」
と
い
う
和
語
動
詞
で
あ
り
、
左
訓
が
漢
語
動
詞

で
あ
る
。
左
訓
の
漢
語
動
詞
に
は
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
写
真
に
よ
る

判
断
な
の
で
厳
密
で
は
な
い
が
、
私
が
見
る
と
こ
ろ
こ
こ
で
の
右
訓
と
左

訓
は
同
筆
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
見
方
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
ま
ず
右
訓

で
和
語
動
詞
で
読
み
、
そ
の
後
、
左
訓
で
別
の
読
み
を
書
き
記
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
後
に
書
き
記
し
た
漢
語
動
詞
の
読
み
を
推
奨
す
る

た
め
に
そ
こ
に
合
点
を
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

用
例
8
の
「
対
面
す
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
「
対
」
字
も
最
終
的
に
は

漢
語
動
詞
と
読
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
用
例
9
の
動
詞
「
対
」
字
の
意
味
は
、「
向
く
」
と

い
う
意
味
で
、
こ
こ
で
は
、
人
心
が
お
互
い
に
向
き
合
う
と
い
う
内
容
が

書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
用
例
6
か
ら
用
例
8
の
動
詞
「
対
」
字
が

「
対
面
す
る
」
と
い
う
意
味
な
の
に
対
し
、
用
例
9
の
動
詞
「
対
」
字
は
、

「
向
く
」
と
い
う
意
味
で
、
他
と
は
意
味
が
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
用
例

9
の
主
体
は
「
心
」
と
い
う
抽
象
的
事
象
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
が
人
と
い

う
有
情
物
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
な
お
、「
対
す
」

は
、『
源
氏
物
語
』
で
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、「
対
面
す
」
は
使
わ
れ
て
い

る
。
国
語
文
で
も
、「
対
す
」
は
、「
向
く
」
よ
り
も
「
対
面
す
る
」
の
意

味
で
使
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
動
詞
「
対
」
字
の
意
味
の
違
い
を
反
映

し
て
、
用
例
9
の
動
詞
「
対
」
字
は
、「
ム
カ
フ
」
と
読
み
分
け
た
と
考

え
ら
れ
る
。

6　

衣
（
コ
ロ
モ
）
（
訓
）
を
賜
（
タ
マ
）ヒ
、
食
（
シ
ヨ
ク
）
（
音
、
角
）
を
賜
（
タ
マ
）
（
ヒ
）
て
時
（
ト
キ
）を

移（
ウ
ツ
）（
ス
）
マ
て
に
対
（
タ
イ
）（
去
）
セ
リ
。（
巻
三　

322
行
目
）

7　

怜
ア「
ハ
レ
フ
」（
角
）可（
ヘ
）（

シ
）、
宰

（
サ
イ
シ
ヤ
ウ
）

相
の
紫（

シ
）（

音
、
角
）
を
拖ヒ

キ
、
金（

キ
ム
シ
ヤ
ウ
）

‐
章
を

佩オ

ヘ
ル
こ
と
を
〖
イ
、（
オ
ヒ
）
て
〗
〖
左
、
オ
ヘ
ト
モ
〗
日（
ヒ
）
を
隔
（
ヘ
タ
）

（
テ
）
て
唯
（
タ
ヽ
）、
対
（
タ
イ
）
（
去
）（
ス
ル
）
こ
と
〖
イ
、「
ス
ル
コ
ト
」〗、

一（
イ
ツ
コ
ク
）

‐
刻
な
る
（
コ
ト
）
を
〖
イ
、「
ナ
ル
コ
ト
ヲ
」〗
聞（
キ
）
（
ク
）（
巻
三　
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323
行
目
）

8　

時
（
ト
キ
）を
移
（
ウ
ツ
）（
ス
マ
）
て
に
対
（
ム
カ
）ヘ
ル
こ
と
〖
左
、
対
（
タ
イ
）＼
ス
ル
コ
ト
〗

得ウ

可
（
ヘ
カ
）（
ラ
）
不（
ス
）。（
巻
三　

322
行
目
）

9　

独
（
ヒ
ト
リ
）、
人
（
ヒ
ト
）の（
コ
ヽ
ロ
）

‐
心
の
相（
ア
ヒ
ム
カ
）

‐
対
ヘ
ル
時
（
ト
キ
）
有（
ア
）
（
リ
）、
咫
（
シ
セ
キ
）
尺
（
ノ
）

﹇
之
﹈
間
（
ア
ヒ
タ
）モ
、
料ハ
カ

（
ル
）
こ
と　

能
（
ア
タ
）（
ハ
）
不（
ス
）。（
巻
四　

331
行
目
）

（
4
）「
征
す
（
セ
イ
ス
）」
と
「
征
く
（
ユ
ク
）」

　

10
の
動
詞
「
征
」
字
に
は
、
声
点
が
差
さ
れ
、
活
用
語
尾
「
セ
」（「
ル
」

は
完
了
の
助
動
詞
）
が
合
点
付
き
で
記
さ
れ
る
。
異
本
の
訓
と
し
て
、
サ

変
活
用
の
活
用
語
尾
「
ス
ル
」
も
記
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
征
」
は
、
漢

語
動
詞
と
し
て
読
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
11
の
動
詞
「
征
」
字
に
は
、「
ユ

ク
」
と
い
う
和
語
動
詞
の
訓
が
記
さ
れ
る
。
名
義
抄
に
は
、「
征
」
に
「
ユ

ク
」
の
訓
が
み
ら
れ
る
。
10
の
「
征
」
の
意
味
は
、「
征
伐
す
る
」
で
、
こ

こ
で
は
「
蛮
族
を
征
伐
し
た
」
こ
と
を
表
す
。
11
の
「
征
」
は
、「
征
伐
す

る
た
め
に
行
く
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ
で
は
雲
南
に
戦
い
に
行
く
こ
と

を
免
れ
た
こ
と
を
表
す
。

　

さ
ら
に
、
10
と
11
の
「
征
」
に
付
け
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
を
、
同
筆

か
別
筆
か
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
写
真
を
見
る
限
り
で
は
、
10
の

「
セ
ル
」
の
訓
、
11
の
「
ユ
ク
」
の
訓
は
、
同
筆
か
と
思
わ
れ
る
。
同
筆
で

あ
る
と
す
る
と
、
同
一
加
点
者
が
、
異
な
る
箇
所
の
「
征
」
を
漢
語
動
詞

と
和
語
動
詞
の
別
の
訓
で
読
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
読
み
の

基
準
は
、「
征
」
の
意
味
の
解
釈
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
征
す
」
の

意
味
と
し
て
は
、「
征
伐
す
る
」
が
一
般
的
で
、
訓
点
資
料
の
み
な
ら
ず
日

本
の
国
語
文
に
も
用
例
が
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
行
く
」
と
い
う
意

味
で
の
「
征
す
」
は
、
国
語
文
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な

お
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
征
」
の
意
味
に
「
行
く
」「
天
子
の
命

を
報
じ
て
無
道
を
う
ち
こ
ら
し
め
る
」
が
あ
り
、
漢
語
動
詞
で
読
ん
だ
10

の
「
征
」
を
「
こ
ら
し
め
る
」
の
意
味
で
解
釈
し
、
和
語
動
詞
で
読
ん
だ

11
の
「
征
」
を
「
行
く
」
の
意
味
で
解
釈
し
た
と
思
わ
れ
る
。

10　

前（

セ

ン

コ

ウ

）

（
平
、
角
）
後
（
去
、
角
）（
去
）〖
左
、
サ
（
キ
）
ノ
（
チ
）〗、

蛮（
ハ
ン
）（

音
、
角
）/（
音
）
を

征
（
セ
イ
）（

平
）/

セ

ル
〖
イ
、
ス

ル
〗

者
（
モ
）ノ

、

千（
セ
ン
ハ
ン
シ
ン
）

‐
万
‐
人
、
行（
ユ
）
（
キ
）
て
〖
イ
、「
ユ
イ
テ
」〗
一
〖
角「/

リ
モ
」〗

〖
イ
、/

リ
モ
〗、

廻
カ「
ヘ
」（
角
）「
ル
」（
角
）〖
イ
、「
ヘ
ル
」〗
こ
と
无（
ナ
）シ
ト
〖
イ
、

「/

シ
」〗。（
巻
三　

170
行
目
）

11　

此
コ
レ「
ヨ
リ
」（
角
）
従
、〖
イ
、「
ヨ
リ
」
〗、
始
（
ハ
シ
メ
）て
雲（
ウ
ン
ナ
ム
）

‐
南
に
征ユ

ク
こ
と

レ
タ

リ
〖
左
、
ユ
ル
サ
レ
（
タ
リ
）。〗（
巻
三　

173
行
目
）

（
5
）
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
読
み
分
け
に
つ
い
て

　
『
源
氏
物
語
』
と
神
田
本
と
の
間
で
、
比
較
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き

る
漢
語
動
詞
が
「
啓
す
」
と
「
調
ず
」
に
限
ら
れ
て
お
り
、
少
な
い
例
か

ら
は
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、「
啓
す
」「
調
ず
」
を
見
る
限
り
に
お
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い
て
、
神
田
本
の
漢
語
動
詞
が
『
源
氏
物
語
』
の
漢
語
動
詞
の
意
味
に
近

い
こ
と
か
ら
、
神
田
本
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
を
漢
語
動
詞
と
し
て
読
む

際
に
は
、『
源
氏
物
語
』
の
よ
う
な
和
文
で
も
使
わ
れ
る
漢
語
動
詞
の
影
響

を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
に
複

数
の
意
味
が
あ
っ
て
、
読
み
分
け
が
必
要
な
際
に
は
、
そ
の
意
味
に
、
和

語
中
心
に
表
現
さ
れ
る
『
源
氏
物
語
』
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
、
お
そ
ら
く

は
か
な
り
一
般
化
し
た
漢
語
動
詞
と
意
味
が
近
い
場
合
に
は
、
漢
語
動
詞

と
し
て
読
み
、
そ
の
意
味
と
異
な
る
場
合
に
は
和
語
動
詞
で
読
む
と
い
っ

た
読
み
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

四　

諸
本
に
お
け
る
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
読
み
の
比
較

四
│
一 

「
啓
」「
調
」「
対
」「
征
」
の
神
田
本
・
金
沢
本
・
天
理

本
の
読
み
方

　

こ
こ
で
は
、
三
節
で
取
り
上
げ
た
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
「
啓
」「
調
」

「
対
」「
征
」
に
つ
い
て
、
金
沢
本（7
）と

天
理
本（8
）の

読
み
を
確
認
す
る
。

（
1
）﹇
啓
﹈
の
訓

　
﹇
啓
﹈
に
つ
い
て
は
、
神
田
本
で
、「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
は
漢

語
動
詞
で
読
み
、「
開
く
」
と
い
う
意
味
で
は
「
ヒ
ラ
ク
」
と
和
語
動
詞
で

読
ん
で
い
た
が
、
金
沢
本
、
天
理
本
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
読
ん
で
い
る
。

　

ま
ず
、
金
沢
本
で
は
、「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
は
、
例
1
の
よ

う
に
「
マ
ウ
ス
」
と
い
う
和
語
動
詞
と
し
て
読
み
、「
開
く
」
の
意
味
で
は

例
2
、
例
3
の
よ
う
に
「
ヒ
ラ
ク
」
と
い
う
和
語
動
詞
で
読
ん
で
い
る
。

神
田
本
と
の
違
い
は
、「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
「
啓
」
字
を
、

漢
語
動
詞
で
は
な
く
、
和
語
動
詞
で
読
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
天
理
本
で
は
、「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
は
例
4
の
よ
う

に
「
モ
ウ
ス
」
と
和
語
動
詞
と
し
て
読
み
、「
開
く
」
の
意
味
で
は
例
5
、

例
6
の
よ
う
に
「
ヒ
ラ
ク
」
と
和
語
動
詞
で
読
む
。
こ
の
よ
う
に
、
天
理

本
の
動
詞
「
啓
」
字
の
意
味
と
和
語
動
詞
と
漢
語
動
詞
の
対
応
関
係
は
金

沢
本
と
同
じ
で
あ
る
。

﹇
金
沢
本
﹈

1 

曲
‐
終
（
リ
）
テ
王
‐
子
聖
人
ニ
啓
マ
ウ
サ
ク

（
巻
三　

311
行
目
）

2 

天
‐
子
之
カ
為
（
ニ
）
微
ヤ
ウ
ヤ
ク

ヒ
ソ
カ
ニ
歯
ヲ
啓
ク
（
巻
三　

147
行
目
）

3 

誰
カ
‐
知
ン
黠
ク
ワ
ツ
　
カ
ツ
　
リ
ヨ
ノ

‐
慮
貪
‐
心
ヲ
啓ヒ
ラ

ク
コ
ト
ヲ
（
巻
四　

176
行
目
）

﹇
天
理
本
﹈

4 

曲ク

‐
終
（
リ
）
て
王
（
平
声
）
‐
子
（
上
声
）
聖
‐
人
（
平
声
濁
）

に
啓

モ
ウ
サ
ク

（
巻
三　

414
頁
4
行
目
）

5 

々
々
（
天
子
）
之
か
為
に
微ヒ
ソ
カ

に
歯ハ

を
啓ヒ
ラ

ク
（
巻
三　

388
頁
5
行
目
）

6 
誰
カ
‐
知
ラ
ム
黠ク
エ
ツ

サ
カ
シ　
胡
八
反
‐
慮－
リ
ヨ
（
上
声
）
貪タ
ム
（
平
声
軽
）
‐

心シ
ム

（
平
声
軽
）
ヲ
啓ヒ
ラ

ク
カ
（
巻
四　

447
頁
3
行
目
）
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（
2
）「
調
」
の
訓

　
「
調
」
に
つ
い
て
は
、
神
田
本
で
は
、「
整
え
る
」
と
い
う
意
味
で
は
漢

語
動
詞
で
読
み
、「
演
奏
す
る
」
と
い
う
意
味
で
は
「
シ
ラ
フ
」
と
和
語
動

詞
で
読
ん
で
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
金
沢
本
で
は
例
7
の
よ
う
に
「
整

え
る
」
と
い
う
意
味
の
「
調
」
に
「
ラ
ク
」
と
あ
り
、
こ
の
仮
名
だ
け
で

は
読
み
が
不
明
で
あ
る
。「
演
奏
す
る
」
と
い
う
意
味
で
は
、
例
8
の
よ
う

に
、「
フ
」
の
送
り
仮
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
シ
ラ
フ
」
と
和
語
動
詞
で

読
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
天
理
本
で
は
、
例
9
、
例
10
の
よ
う
に

「
整
え
る
」「
演
奏
す
る
」
ど
ち
ら
の
意
味
で
も
、「
シ
ラ
フ
」
と
い
う
和
語

動
詞
で
読
ん
で
い
る
。

﹇
金
沢
本
﹈

7　

梨
‐
園
ノ
弟
‐
子
律
‐
呂
ヲ
調
ラ
ク
（
巻
三　

120
行
目
）

8　

五
‐
絃
一
‐
々
君
カ
為
ニ
調
フ
（
巻
三　

273
行
目
）

﹇
天
理
本
﹈

9 

梨
（
平
声
）
‐
園
（
平
声
）
弟
‐
子
律
‐
呂
を
調シ
ラ

フ
（
巻
三　

383
頁

6
行
目
）

10 

五
‐
絃
一
‐
チ々

ニ
君
か
為
ニ
調シ
ラ

フ
（
巻
三　

408
頁
3
行
目
）

（
3
）「
対
」
の
訓

　
「
対
」
に
つ
い
て
は
、
神
田
本
で
、「
対
面
す
る
」
と
い
う
意
味
で
は
漢

語
動
詞
で
読
み
、「
向
く
」
と
い
う
意
味
で
は
「
ム
ク
」
と
和
語
動
詞
で
読

ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
金
沢
本
も
天
理
本
も
、「
対
面
す
る
」
と
い

う
意
味
の
「
対
」
も
、「
向
く
」
と
い
う
意
味
の
「
対
」
も
、「
ム
カ
フ
」

と
い
う
和
語
動
詞
で
読
ん
で
い
る
。

﹇
金
沢
本
﹈

11 

衣
ヲ
賜
ヒ
食
ヲ
賜
ヒ
テ
時
ヲ
移
（
ス
）
マ
テ
ニ
対ム
カ

ヘ
リ
。（
巻
三　

303

行
目
）

12 

怜
﹇
憐
ア
ハ
レ
ム

﹈
可
ア
タ
ラ
シ

宰
‐
相
ノ
紫
ヲ
拖
キ
金
‐
章
ヲ
佩ヲ
フ

テ
日
ヲ
朝
﹇
隔

テ　

イ
﹈
唯
対ム
カ

ヘ
ル
一
‐
刻
ナ
ル
コ
ト
ヲ
聞
（
カ
）
ン
コ
ト
ヲ
。（
巻

三　

304
行
目
）

13 

時
ヲ
移
（
ス
マ
）
テ
ニ
対
（
カ
）
ヘ
ル
コ
ト
亦
タ
得
可
（
カ
ラ
）
不

（
巻
三　

303
行
目
）

14 

唯
人
ノ
‐
心
ノ
相
（
ヒ
）
‐
対ム
カ

ヘ
ル
時
有
リ
。
咫シ

（
去
声
）
‐
尺セ
キ
ノ

之

間
（
ヲ
モ
）
料ハ
カ

ル
コ
ト
能
（
ハ
）
不
（
巻
四　

327
行
目
）

﹇
天
理
本
﹈

15　

衣
（
コ
）ロ
モ

を
賜タ
マ

ヒ
食
（
入
声
）
を
賜
（
タ
）マ

フ
て
時
を
移ウ
ツ

ス
マ
テ
対ム
カ

ヘ
リ
。（
巻

三　

413
頁
2
行
目
）

31
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16　

憐
（
ム
）
可ベ
シ

宰
（
上
声
）
‐
相
（
去
声
）
紫シ

（
去
声
）
を
拖ヒ

キ
金

（
平
声
軽
）
‐
章
（
平
声
）
を
佩ヲ

ヒ
テ
日
を
隔ヘ
タ

テ
ヽ
唯タ
ヽ

‐
聞
ク
一
‐
刻コ
ク

（
入
声
）
ナ
ル
を
対ム
カ

ヘ
ル
を
（
巻
三　

413
頁
3
行
目
）

17　

時
を
移
（
ス
）
マ
テ
ニ
対ム
カ

ヘ
ル
こ
と
得ウ

可
（
カ
ラ
）
不
（
巻
三　

413

頁
3
行
目
）

18　

独ヒ
ト
リ

人ヒ
ト

ノ
心コ
ヽ
ロ

ノ
相ア
ヒ

‐
対ム
カ

ヘ
ル
時ト
キ

有ア

リ
。
咫シ

（
上
声
）
‐
尺セ
キ
（
入
声
軽
）

ノ
之
間ア
ヒ
タ

モ
料ハ
カ
ラ

コ
ト
能ア
タ

ハ
不サ
ル

（
巻
四　

467
頁
1
行
目
）

（
4
）「
征
」
の
訓

　

神
田
本
の
「
征
」
は
、
漢
語
動
詞
で
読
ん
だ
例
と
和
語
動
詞
「
ユ
ク
」

で
読
ん
だ
例
と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、「
征
」
の
意
味
の
違
い
に
よ
っ
て
読

み
分
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　

神
田
本
の
当
該
箇
所
の
「
征
」
の
読
み
に
対
し
て
、
次
に
示
す
よ
う
に

金
沢
本
で
も
、
漢
語
動
詞
と
和
語
動
詞
「
ユ
ク
」
で
読
ま
れ
て
お
り
、
神

田
本
と
同
じ
読
み
で
あ
る
。
天
理
本
の
当
該
箇
所
の
「
征
」
の
読
み
も
、

神
田
本
、
金
沢
本
と
同
じ
よ
う
に
、
漢
語
動
詞
と
和
語
動
詞
で
読
ん
で
い

る
。
神
田
本
、
金
沢
本
、
天
理
本
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
が
ど
の
よ
う
な
底
本

に
よ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、「
征
」
の
意
味
に
よ
っ
て
漢
語
動
詞
と
和

語
動
詞
に
読
み
分
け
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

﹇
金
沢
本
﹈

19 

前
‐
後
蛮
を
征
ス
ル
者
ノ
、
千
‐
万
‐
人
行
テ
一
リ
モ
‐
廻
ル
コ
ト

無
シ
ト
（
巻
三　

165
行
目
）

20 

茲
従
（
り
）
始
テ
雲
‐
南
ニ
征ユ

ク
コ
ト
ヲ
免ユ
ル

サ
レ
タ
リ
。﹇
左
、/

マ
ヌ

カ
レ
ヌ
﹈（
巻
三　

168
行
目
）

﹇
天
理
本
﹈

21 

前
（
平
声
）
‐
後
（
去
声
）
蛮
（
ヲ
）
征セ

イ

ス
ル
者モ（
ノ
）、
千
（
平
声
）
‐

万
（
去
声
濁
）
‐
人
（
平
声
）、
行ユ
キ

て
一ヒ
ト

リ
モ
‐
廻カ
ヘ

ル
こ
と
無
シ
（
巻

三　

391
頁
5
行
目
）

22 

此
従
（
り
）
始
（
テ
）
雲
（
平
声
）
‐
南
（
平
声
）（
ニ
）
征ユ

ク
こ
と

を
免マ
ヌ

カ
レ
タ
リ
。（
巻
三　

392
頁
1
行
目
）

四
│
二 

神
田
本
、
金
沢
本
、
天
理
本
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の

読
み

　

今
ま
で
の
考
察
で
、「
啓
」「
調
」「
対
」「
征
」
と
い
う
限
ら
れ
た
漢
語

動
詞
形
成
漢
字
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
読
み
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

傾
向
が
み
ら
れ
た
。

① 
「
啓
」「
調
」「
対
」「
征
」
は
、
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
意
味
の
違
い

に
よ
っ
て
、
漢
語
動
詞
と
和
語
動
詞
と
に
読
み
分
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
読
み
分
け
の
基
準
と
し
て
は
、『
源
氏
物
語
』
の

30
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よ
う
な
国
語
文
に
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
語
動
詞
の
意
味
と
類
似
す
る

場
合
は
漢
語
動
詞
で
読
ま
れ
、
異
な
る
意
味
の
場
合
は
、
和
語
動
詞

で
読
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

② 
神
田
本
に
比
べ
て
、
金
沢
本
、
天
理
本
で
は
、
和
語
動
詞
で
読
ま
れ

や
す
い
傾
向
に
あ
る
。

③ 

神
田
本
、
金
沢
本
、
天
理
本
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
本
に
お
け
る
漢
語
動
詞

形
成
漢
字
の
読
み
方
は
、
基
本
的
に
は
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
結
論
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
対
象
が
『
源
氏
物
語
』
で

使
わ
れ
る
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
範
囲
に
限
る
と
漢
字
数
が
少
な
い
の
で
、

な
お
対
象
を
漢
語
形
成
漢
字
全
般
に
広
げ
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
点
を
踏
ま
え
て
、
次
節
で
は
、
対
象
範
囲
を
神
田
本
の
全
て
の
漢
語
動

詞
に
広
げ
て
、
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

五 

神
田
本
、
金
沢
本
に
お
け
る
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語

動
詞
読
み
の
現
れ
方

　

前
節
で
は
『
源
氏
物
語
』
で
漢
語
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
漢
語
動
詞
形

成
漢
字
を
対
象
に
限
定
し
て
、
神
田
本
で
の
読
み
と
『
源
氏
物
語
』
や
他

の
国
語
文
で
の
漢
語
動
詞
の
意
味
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
本

節
で
は
、
考
察
対
象
と
す
る
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
を
、
神
田
本
で
漢
語
動

詞
読
み
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
に
広
げ
、
金
沢
本
に

お
い
て
本
文
の
同
じ
内
容
の
個
所
で
使
わ
れ
る
漢
字
が
漢
語
動
詞
読
み
と

和
語
動
詞
読
み
の
ど
ち
ら
で
読
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
確

認
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

訓
点
資
料
の
各
所
の
読
み
方
は
、
諸
本
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
多
い
。

別
の
訓
点
資
料
で
読
み
方
が
異
な
る
原
因
は
、
お
そ
ら
く
は
祖
点
と
な
る

家
訓
の
違
い
や
、
時
代
差
な
ど
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

も
と
よ
り
考
察
対
象
が
、
白
氏
文
集
の
三
種
の
訓
点
本
だ
け
で
あ
り
、
か

つ
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
だ
け
で
は
、
読
み
方
が
諸
本
に
よ
っ
て
異
な
る
実

態
と
そ
の
原
因
を
解
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
訓
点
資

料
に
お
け
る
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
と
漢
語
動
詞
読
み
、
和
語
動
詞
読
み
の

読
み
分
け
の
有
無
の
実
態
に
つ
い
て
考
え
る
糸
口
と
し
た
い
。

　

以
下
、
神
田
本
と
金
沢
本
で
の
、
漢
語
動
詞
読
み
、
和
語
動
詞
読
み
の

現
れ
方
に
つ
い
て
分
類
す
る
。
た
だ
し
、
神
田
本
も
し
く
は
金
沢
本
い
ず

れ
か
の
読
み
が
不
明
で
あ
っ
た
り
、
本
文
自
体
が
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た

理
由
に
よ
り
、
対
応
箇
所
の
訓
が
拾
え
な
い
場
合
は
、
考
察
対
象
か
ら
外

す
こ
と
に
し
た
。

（
1
） 

神
田
本
が
漢
語
動
詞
読
み
の
み
で
、
金
沢
本
に
和
語
動
詞
読
み
の
み

が
あ
る

1
「
和
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
ヤ
ハ
ラ
ク　

2
「
称
」（
神
）
漢
語
／

（
金
）
イ
フ　

3
「
点
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
サ
ス　

4
「
生
」（
神
）
漢

語
／
（
金
）
ナ
ル
・
ナ
ス　

5
「
対
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
ム
カ
フ　

6
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「
対
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
ム
カ
フ　

7
「
啓
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
マ

ウ
ス　

8
「
聞
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
キ
コ
ユ　

9
「
書
」（
神
）
漢
語

／
（
金
）
シ
ル
ス　

10
「
駕
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
カ
ク　

11
「
印
」

（
神
）
漢
語
／
（
金
）
ア
ナ
ヤ
キ
ア
リ　

12
「
奉
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）

タ
テ
マ
ツ
ル　

13
「
通
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
カ
ヨ
フ

﹇
例
え
ば
、
右
の
例
1
で
、「「
和
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
ヤ
ハ
ラ
ク
」
と

し
た
の
は
、「
和
」
と
い
う
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
が
神
田
本
で
は
「
和
ス
」

の
よ
う
に
漢
語
動
詞
で
読
ま
れ
、
金
沢
本
で
は
「
ヤ
ハ
ラ
グ
」
の
よ
う
に

和
語
動
詞
で
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
濁
点
は
原
文
に
基
づ

き
、
表
記
し
て
い
な
い
。﹈

（
2
）
神
田
本
に
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
が
あ
り
、
金
沢
本
に
和

語
動
詞
読
み
の
み
が
あ
る

1
「
操
」（
神
）
漢
語
・
ア
ヤ
ツ
ル
／
（
金
）
ア
ヤ
ト
ル　

2
「
調
」（
神
）

漢
語
・
シ
ラ
フ
／
（
金
）
ト
ヽ
ノ
フ
・
シ
ラ
フ　

3
「
側
」（
神
）
漢
語
・

ソ
ハ
タ
ツ
／
（
金
）
ソ
ハ
ム
・
ソ
ハ
タ
ツ　

4
「
宿
」（
神
）
漢
語
・
ヌ
／

（
金
）
イ
ヌ　

5
「
休
」（
神
）
漢
語
・
ヤ
ム
／
（
金
）
ヤ
ム　

6
「
転
」

（
神
）
漢
語
・
メ
ク
ル
／
（
金
）
メ
ク
ル　

7
「
替
」（
神
）
漢
語
・
ス
タ

ル
／
（
金
）
ス
タ
ル　

8
「
喣
」（
神
）
漢
語
・
イ
キ
ツ
ク
・
ア
キ
ト
フ　

／
（
金
）
イ
キ
ツ
ク　

9
「
搉
」（
神
）
漢
語
・
モ
ハ
ラ
ニ
ス
／
（
金
）
ト

ル　

10
「
唱
」（
神
）
漢
語
・
ト
ナ
フ
／
（
金
）
ト
ナ
フ　

11
「
接
」（
神
）

漢
語
・
マ
シ
ハ
ル
／
（
金
）
マ
シ
ハ　

12
「
録
」（
神
）
漢
語
・
シ
ル
ス
／

（
金
）
シ
ル
ス　

13
「
落
」（
神
）
漢
語
・
オ
ツ
／
（
金
）
オ
ツ　

14
「
着
」

（
神
）
漢
語
・
キ
ル
／
（
金
）
キ　

15
「
献
」（
神
）
漢
語
・
タ
テ
マ
ツ
ル

／
（
金
）
タ
テ
マ
ツ
ル　

16
「
激
」（
神
）
漢
語
・
ハ
ケ
マ
ス
／
（
金
）
ハ

ケ
マ
ス　

17
「
比
」（
神
）
漢
語
・
ク
ラ
フ
／
（
金
）
読
み
は
不
明
だ
が
訓

読
符
あ
り　

18
「
熟
」（
神
）
漢
語
・
ミ
ノ
ル
／
（
金
）
ミ
ノ
ル　

19

「
虐
」（
神
）
漢
語
・
シ
ヘ
タ
ク
／
（
金
）
ソ
コ
ナ
フ
・
シ
ヘ
タ
ク　

20

「
食
」（
神
）
漢
語
・
ハ
ム
／
（
金
）
ク
ラ
フ　

21
「
叱
」（
神
）
漢
語
・
イ

サ
フ
／
（
金
）
キ
サ
フ　

22
「
語
」（
神
）
漢
語
・
モ
ノ
イ
フ
・
モ
ノ
カ
タ

リ
ス
／
（
金
）
モ
ノ
カ
タ
リ
ス　

23
「
勒
」（
神
）
漢
語
・
シ
ル
ス
／

（
金
）
シ
ル
ス　

24
「
弾
」（
神
）
漢
語
・
タ
ヽ
ス
／
（
金
）
タ
ヽ
ス　

25

「
護
」（
神
）
漢
語
・
マ
ホ
ル
／
（
金
）
マ
ホ
ル　

26
「
荒
」（
神
）
漢
語
・

ス
サ
ム
・
コ
フ
・
ア
ル
／
（
金
）
ス
サ
ム

﹇
例
え
ば
、
右
の
例
1
で
「「
操
」（
神
）
漢
語
・
ア
ヤ
ツ
ル
／
（
金
）
ア
ヤ

ト
ル
」
と
し
た
の
は
、「
操
」
と
い
う
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
が
神
田
本
で
は

「
操
ス
」
の
よ
う
に
漢
語
動
詞
で
読
ま
れ
て
い
る
箇
所
と
「
ア
ヤ
ツ
ル
」
の

よ
う
に
和
語
動
詞
で
読
ま
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
金
沢
本
で
は
い
ず
れ

も
「
ア
ヤ
ト
ル
」
の
よ
う
に
和
語
動
詞
で
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。﹈

28
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（
3
） 

神
田
本
に
漢
語
動
詞
読
み
の
み
が
あ
り
、
金
沢
本
に
漢
語
動
詞
読
み

と
和
語
動
詞
読
み
が
あ
る

1
「
陳
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
漢
語
・
ノ
フ　

2
「
禁
」（
神
）
漢
語
／

（
金
）
漢
語
・
イ
サ
フ　

3
「
屯
」
漢
語
／
（
金
）
漢
語
・
ア
ツ
ム　

4

「
存
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
漢
語
・
ヲ
ル　

5
「
屯
」（
神
）
漢
語
／

（
金
）
漢
語
・
ア
ツ
ム　

6
「
食
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
漢
語
・
ク
フ　

7
「
直
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
漢
語
・
ト
ノ
ヒ
ス

（
4
） 

神
田
本
に
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
が
あ
り
、
金
沢
本
に
も

漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
が
あ
る

1
「
記
」（
神
）
漢
語
・
シ
ル
ス
／
（
金
）
漢
語
・
シ
ル
ス　

2
「
労
」

（
神
）
漢
語
・
イ
タ
ハ
ル
／
（
金
）
漢
語
・
ネ
キ
ラ
フ　

3
「
持
」（
神
）

漢
語
・
モ
ツ
／
（
金
）
漢
語
・
モ
ツ　

4
「
奉
」（
神
）
漢
語
・
タ
テ
マ
ツ

ル
・
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ル
／
（
金
）
漢
語
・
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ル　

5
「
策
」（
神
）

漢
語
・
シ
ル
ス
／
（
金
）
漢
語
・
シ
ル
ス　

6
「
聘
」（
神
）
漢
語
・
ヨ

フ
／
（
金
）
漢
語
・
ム
カ
ヘ
ヨ
フ　

7
「
駕
」（
神
）
漢
語
・
カ
ク
／

（
金
）
漢
語
・
カ
ク　

8
「
長
」（
神
）
漢
語
・
マ
サ
ル
／
（
金
）
漢
語
・

マ
サ
ル　

9
「
長
」（
神
）
漢
語
・
マ
サ
ル
／
（
金
）
漢
語
・
マ
サ
ル

（
5
） 

神
田
本
に
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
が
あ
り
、
金
沢
本
に
漢

語
動
詞
読
み
の
み
が
あ
る

1
「
哭
」（
神
）
漢
語
・
ナ
ク
／
（
金
）
漢
語　

2
「
長
」（
神
）
漢
語
・

ソ
ヒ
ユ
／
（
金
）
漢
語　

3
「
貢
」（
神
）
漢
語
・
タ
テ
マ
ツ
ル
／
（
金
）

漢
語　

4
「
労
」（
神
）
漢
語
・
イ
タ
ハ
ル
／
（
金
）
漢
語　

5
「
禄
」

（
神
）
漢
語
・
ヤ
ル
／
（
金
）
漢
語　

6
「
哭
」（
神
）
漢
語
・
ナ
ク
／

（
金
）
漢
語　

7
「
決
」（
神
）
漢
語
・
サ
ク
ル
／
（
金
）
漢
語　

8
「
食
」

（
神
）
漢
語
・
ク
ラ
フ
／
（
金
）
漢
語

（
6
） 

神
田
本
が
漢
語
動
詞
読
み
の
み
で
、
金
沢
本
に
も
漢
語
動
詞
読
み
の

み
が
あ
る

1
「
戮
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
漢
語　

2
「
散
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）

漢
語　

他　

75
例

﹇
以
下
に
当
該
漢
字
の
み
を
示
す
﹈

（
巻
三
）

3
陳
4
散
5
哭
6
感
7
帰
8
作
9
詠
10
復
11
服
12
信
13
和
14
通
15
哭
16
配

17
制
18
禁
19
死
20
征
21
感
22
聞
23
通
24
按
25
封
26
貢
27
謁
28
論
29
献
30
通

31
愛
32
奏
33
征
34
通
35
賀
36
感
37
感
38
済
39
服
40
語
41
語

（
巻
四
）

42
化
43
対
44
題
45
勅
46
愛
47
朝
48
称
49
愛
50
要
51
作
52
害
53
奏
54
牓
55
称

27
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56
勅
57
称
58
配
59
鏁
60
感
61
属
62
没
63
存
64
題
65
属
66
詔
67
存
68
失
69
奏

70
幸
71
帰
72
封
73
擬
74
変
75
決
76
賀
77
奏

（
7
） 

神
田
本
が
和
語
動
詞
読
み
の
み
で
、
金
沢
本
に
漢
語
動
詞
読
み
の
み

が
あ
る

1
「
称
」（
神
）
イ
フ
／
（
金
）
漢
語　

2
「
滅
」（
神
）
キ
ユ
／
（
金
）

漢
語　

3
「
奉
」（
神
）
タ
テ
マ
ツ
ル
／
（
金
）
漢
語　

4
「
讃
」（
神
）

ホ
ム
／
（
金
）
漢
語

（
8
） 

神
田
本
が
和
語
動
詞
読
み
の
み
で
、
金
沢
本
に
漢
語
動
詞
読
み
と
和

語
動
詞
読
み
が
あ
る

1
「
任
」（
神
）
タ
フ
／
（
金
）
漢
語
／
タ
フ

　

神
田
本
と
金
沢
本
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動

詞
読
み
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
、
神
田
本
で
漢
語
動
詞
読
み
の
み
を
す

る
場
合
が
97
例
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
金
沢
本
で
漢
語
動
詞
読
み
を
す
る

例
が
77
例
、
和
語
動
詞
読
み
を
す
る
例
が
13
例
、
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語

動
詞
読
み
が
混
在
す
る
例
が
7
例
あ
り
、
神
田
本
で
漢
語
動
詞
読
み
の
み

で
読
ん
だ
場
合
、
金
沢
本
で
も
漢
語
動
詞
読
み
す
る
例
が
大
半
を
占
め
る
。

（
97
例
中
84
例
）
ま
た
、
神
田
本
で
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
が
混

在
す
る
場
合
は
43
例
あ
り
、
金
沢
本
で
漢
語
動
詞
読
み
の
み
が
8
例
、
和

語
動
詞
読
み
の
み
が
26
例
、
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
の
混
在
が

9
例
で
あ
り
、
神
田
本
で
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
が
混
在
す
る

場
合
は
、
金
沢
本
は
和
語
動
詞
読
み
が
半
数
以
上
を
占
め
る
。
さ
ら
に
、

神
田
本
が
和
語
動
詞
読
み
の
み
の
場
合
、
金
沢
本
が
漢
語
動
詞
読
み
の
み

が
4
例
、
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
の
混
在
が
1
例
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
こ
で
は
具
体
的
な
用
例
数
を
挙
げ
て
い
な
い
が
、
神
田
本
が
和
語

動
詞
読
み
の
み
の
場
合
、
金
沢
本
も
和
語
動
詞
読
み
の
場
合
は
、
多
数
存

す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
神
田
本
で
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
を
漢
語
動
詞

読
み
し
た
場
合
は
、
基
本
的
に
は
金
沢
本
で
も
漢
語
動
詞
読
み
を
す
る
の

で
あ
る
が
、
金
沢
本
に
は
一
部
、
和
語
動
詞
読
み
を
す
る
例
が
あ
り

（（
1
）
13
例
、（
2
）
26
例
）、
神
田
本
に
比
べ
て
金
沢
本
は
和
語
動
詞
読

み
を
す
る
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、（
7
）
が
4
例
、（
8
）

が
1
例
と
、
神
田
本
が
和
語
動
詞
読
み
の
み
で
、
金
沢
本
が
漢
語
動
詞
読

み
し
た
例
も
少
な
い
な
が
ら
存
す
る
。（　

）
内
の
数
字
は
、
前
述
の
分
類

番
号
を
示
す
。

六　

天
理
本
に
お
け
る
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
読
み
の
特
徴

　

こ
の
節
で
は
、
神
田
本
と
金
沢
本
に
天
理
本
を
加
え
て
考
察
し
て
い
く
。
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（
1
） 

神
田
本
が
漢
語
動
詞
読
み
の
み
で
、
金
沢
本
に
和
語
動
詞
読
み
の
み

が
あ
る

1
「
和
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
ヤ
ハ
ラ
ク
／
（
天
）
ト
ヽ
ノ
ヲ
ル　

2

「
称
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
イ
フ
／
（
天
）
イ
フ　

3
「
点
」（
神
）
漢
語

／
（
金
）
サ
ス
／
（
天
）
漢
語　

4
「
生
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
ナ
ル
・

ナ
ス
／
（
天
）
ナ
ス　

5
「
対
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
ム
カ
フ
／
（
天
）

ム
カ
フ　

6
「
対
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
ム
カ
フ
／
（
天
）
ム
カ
フ　

7

「
啓
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
マ
ウ
ス
／
（
天
）
マ
ウ
ス　

8
「
聞
」（
神
）

漢
語
／
（
金
）
キ
コ
ユ
／
（
天
）
キ
ク　

9
「
書
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）

シ
ル
ス
／
（
天
）
漢
語　

10
「
駕
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
カ
ク
／
（
天
）

カ
ク　

11
「
印
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
ア
ナ
ヤ
キ
ア
リ
／
（
天
）
漢
語
・

カ
ナ
ヤ
キ
ア
リ　

12
「
奉
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
タ
テ
マ
ツ
ル
／
（
天
）

漢
語　

13
「
通
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
カ
ヨ
フ
／
（
天
）
漢
語

　

13
例
の
う
ち
、
金
沢
本
で
和
語
動
詞
読
み
で
も
、
天
理
本
で
は
漢
語
動

詞
読
み
を
す
る
例
が
5
例
あ
る
こ
と
か
ら
（「
点
」「
書
」「
奉
」「
印
」

「
通
」）、
金
沢
本
よ
り
天
理
本
の
方
が
漢
語
動
詞
読
み
を
す
る
傾
向
が
あ
る

と
い
え
よ
う
。
金
沢
本
と
天
理
本
の
訓
の
異
同
は
、「
聞
」
で
「
キ
コ
ユ
」

（
金
）「
キ
ク
」（
天
）
の
よ
う
に
一
部
違
う
訓
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
じ

訓
で
あ
る
。

（
2
） 

神
田
本
に
漢
語
動
詞
と
和
語
動
詞
読
み
が
あ
り
、
金
沢
本
に
和
語
動

詞
読
み
の
み
が
あ
る

1
「
操
」（
神
）
漢
語
・
ア
ヤ
ツ
ル
／
（
金
）
ア
ヤ
ト
ル
／
（
天
）
ア
ヤ
ツ

ル　

2
「
調
」（
神
）
漢
語
・
ト
ヽ
ノ
フ
・
シ
ラ
フ
／
（
金
）
シ
ラ
フ
／

（
天
）
シ
ラ
フ　

3
「
側
」（
神
）
漢
語
・
ソ
ハ
タ
ツ
・
ソ
ハ
ム
／
（
金
）

ソ
ハ
ム
・
ソ
ハ
タ
ツ
／
（
天
）
ソ
ハ
ム　

4
「
宿
」（
神
）
漢
語
・
ヌ
／

（
金
）
イ
ヌ
／
（
天
）
イ
ヌ　

5
「
休
」（
神
）
漢
語
・
ヤ
ム
／
（
金
）
ヤ

ム
／
（
天
）
ヤ
ム　

6
「
転
」（
神
）
漢
語
・
メ
ク
ル
／
（
金
）
メ
ク
ル
／

（
天
）
メ
ク
ル　

7
「
替
」（
神
）
漢
語
・
ス
タ
ル
／
（
金
）
ス
タ
ル
／

（
天
）
ス
タ
ル　

8
「
喣
」（
神
）
漢
語
・
イ
キ
ツ
ク
・
ア
キ
ト
フ
／
（
金
）

イ
キ
ツ
ク
／
（
天
）
ア
キ
ト
フ　

9
「
搉
」（
神
）
漢
語
・
ト
ル
・
モ
ハ
ラ

ニ
ス
／
（
金
）
ト
ル
／
（
天
）
ト
ル　

10
「
唱
」（
神
）
漢
語
・
ト
ナ
フ
／

（
金
）
ト
ナ
フ
／
（
天
）
ト
ナ
フ　

11
「
接
」（
神
）
漢
語
・
マ
シ
ハ
ル
／

（
金
）
マ
シ
ハ
ル
／
（
天
）
漢
語　

12
「
録
」（
神
）
漢
語
・
シ
ル
ス
／

（
金
）
シ
ル
ス
／
（
天
）
シ
ル
ス　

13
「
落
」（
神
）
漢
語
・
オ
ツ
／
（
金
）

オ
ツ
／
（
天
）
オ
ツ　

14
「
着
」（
神
）
漢
語
・
キ
ル
／
（
金
）
キ
ル
／

（
天
）
キ
ル　

15
「
献
」（
神
）
漢
語
・
タ
テ
マ
ツ
ル
／
（
金
）
タ
テ
マ
ツ

ル
／
（
天
）
漢
語
・
タ
テ
マ
ツ
ル　

16
「
激
」（
神
）
漢
語
・
ハ
ケ
マ
ス
／

（
金
）
ハ
ケ
マ
ス
／
（
天
）
漢
語
・
ハ
ケ
マ
ス　

17
「
比
」（
神
）
漢
語
・

ナ
ラ
フ
／
（
金
）
訓
読
符
の
み
あ
り
／
（
天
）
漢
語　

18
「
熟
」（
神
）
漢

語
・
ミ
ノ
ル
／
（
金
）
ミ
ノ
ル
／
（
天
）
漢
語
・
ミ
ノ
ル　

19
「
虐
」

25
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（
神
）
漢
語
・
シ
ヘ
タ
ク
／
（
金
）
ソ
コ
ナ
フ
・
シ
ヘ
タ
ク
／
（
天
）
漢

語
・
シ
ヘ
タ
ク　

20
「
食
」（
神
）
漢
語
・
ハ
ム
／
（
金
）
ク
ラ
フ
／

（
天
）
ク
ラ
フ
・
ハ
ム　

21
「
叱
」（
神
）
漢
語
・
イ
サ
フ
／
（
金
）
イ
サ

フ
／
（
天
）
イ
サ
フ　

22
「
語
」（
神
）
漢
語
・
モ
ノ
イ
フ
・
モ
ノ
カ
タ
リ

ス
／
（
金
）
モ
ノ
カ
タ
リ
ス
／
（
天
）
カ
タ
ラ
フ　

23
「
勒
」（
神
）
漢

語
・
シ
ル
ス
／
（
金
）
シ
ル
ス
／
（
天
）
漢
語　

24
「
弾
」（
神
）
漢
語
・

タ
ヽ
ス
／
（
金
）
タ
ヽ
ス
／
（
天
）
タ
ヽ
ス　

25
「
護
」（
神
）
漢
語
・
マ

ホ
ル
／
（
金
）
マ
ホ
ル
／
（
天
）
マ
ホ
ル　

26
「
荒
」（
神
）
漢
語
・
ア

ル
・
マ
ト
フ
・
ス
サ
ム
／
（
金
）
ス
サ
ム
／
（
天
）
ス
サ
フ
・
ア
ル
・
マ

ト
フ

　

神
田
本
に
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
が
あ
り
、
金
沢
本
が
和
語

動
詞
読
み
の
み
の
場
合
、
天
理
本
は
、
19
例
が
和
語
動
詞
読
み
の
み
で
、

3
例
が
漢
語
動
詞
読
み
の
み
、
4
例
が
漢
語
動
詞
読
み
の
み
と
和
語
動
詞

読
み
が
あ
る
例
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
天
理
本
は
、
金
沢
本
よ
り
漢

語
動
詞
で
読
む
傾
向
が
強
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
神
田
本
・
金
沢
本
・

天
理
本
の
異
同
を
み
る
と
、
26
例
中
14
例
が
、
同
じ
訓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

三
本
間
で
異
同
は
多
く
な
い
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
、
神
田

本
で
読
ま
れ
た
訓
は
、
金
沢
本
か
天
理
本
か
の
い
ず
れ
か
の
訓
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。
神
田
本
に
な
く
、
天
理
本
・
金
沢
本
の
み
に
あ
る
訓
と
し
て

は
、
3
「
側
」
の
「
ソ
ハ
ム
」、
20
「
食
」
の
「
ク
ラ
フ
」
が
あ
る
が
、
こ

の
例
だ
け
で
金
沢
本
と
天
理
本
の
近
さ
を
言
う
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

神
田
本
と
金
沢
本
の
み
に
あ
る
訓
と
し
て
は
、
22
「
語
」
の
「
モ
ノ
カ
タ

リ
ス
」
と
26
「
荒
」
の
「
ア
ル
」
が
あ
り
、
神
田
本
と
天
理
本
の
み
に
あ

る
訓
と
し
て
は
、
8
「
喣
」
の
「
ア
キ
ト
フ
」
と
26
「
荒
」
の
「
マ
ト
フ
」

が
あ
り
、
金
沢
本
と
天
理
本
の
み
に
あ
る
訓
と
し
て
は
、
20
「
食
」
の

「
ハ
ム
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
少
数
で
あ
る
。

（
3
） 

神
田
本
に
漢
語
動
詞
読
み
の
み
が
あ
り
、
金
沢
本
に
漢
語
動
詞
読
み

と
和
語
動
詞
読
み
が
あ
る

1
「
陳
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）
漢
語
・
ノ
フ
／
（
天
）
漢
語　

2
「
禁
」

（
神
）
漢
語
／
（
金
）
漢
語
・
イ
サ
フ
／
（
天
）
漢
語　

3
「
屯
」（
神
）

漢
語
／
（
金
）
漢
語
・
ア
ツ
ム
／
（
天
）
ア
ツ
ム　

4
「
存
」（
神
）
漢
語

／
（
金
）
漢
語
・
ヲ
ル
／
（
天
）
漢
語　

5
「
屯
」（
神
）
漢
語
／
（
金
）

漢
語
・
ア
ツ
ム
／
（
天
）
漢
語
・
ア
ツ
ム　

6
「
食
」（
神
）
漢
語
／

（
金
）
漢
語
・
ク
フ
／
（
天
）
漢
語
・
ク
ラ
フ　

7
「
直
」（
神
）
漢
語
／

（
金
）
漢
語
・
ト
ノ
ヒ
ス
／
（
天
）
漢
語

　

金
沢
本
で
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
が
あ
る
例
で
も
、
1
「
陳
」、

2
「
禁
」、
4
「
存
」、
7
「
直
」
の
よ
う
に
、
天
理
本
で
は
漢
語
動
詞
読

み
の
み
の
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
金
沢
本
よ
り
も
天
理
本
の
ほ
う
が
漢
語

動
詞
読
み
を
す
る
傾
向
が
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
金
沢
本
と

天
理
本
の
訓
の
異
同
を
み
る
と
、
金
沢
本
・
天
理
本
と
も
に
同
じ
訓
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（
3
・
5
「
屯
」
の
「
ア
ツ
ム
」）
が
あ
る
一
方
、
金
沢
本
と
天
理
本
で
異

な
る
訓
（
6
「
食
」
の
「
ク
フ
」
と
「
ク
ラ
フ
」）
も
あ
り
、
訓
の
異
同
か

ら
、
金
沢
本
と
天
理
本
の
訓
の
近
似
性
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

（
4
） 
神
田
本
に
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
が
あ
り
、
金
沢
本
に
も

漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
と
が
あ
る

1
記
（
神
）
漢
語
・
シ
ル
ス
／
（
金
）
漢
語
・
シ
ル
ス
／
（
天
）
シ
ル
ス　

2
労
（
神
）
漢
語
・
イ
タ
ハ
ル
／
（
金
）
漢
語
・
ネ
キ
ラ
フ
／
（
天
）
漢

語　

3
持
（
神
）
漢
語
・
モ
ツ
／
（
金
）
漢
語
・
モ
ツ
／
（
天
）
漢
語　

4
奉
（
神
）
漢
語
・
タ
テ
マ
ツ
ル
・
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ル
／
（
金
）
漢
語
・
ウ

ケ
タ
マ
ハ
ル
／
（
天
）
漢
語　

5
策
（
神
）
漢
語
・
シ
ル
ス
／
（
金
）
漢

語
・
シ
ル
ス
／
（
天
）
漢
語
・
シ
ル
ス　

6
聘
（
神
）
漢
語
・
ヨ
フ
／

（
金
）
漢
語
・
ム
カ
ヘ
ヨ
フ
／
（
天
）
漢
語
・
ム
カ
フ　

7
駕
（
神
）
漢

語
・
カ
ク
／
（
金
）
漢
語
・
カ
ク
／
（
天
）
漢
語
・
カ
ク　

8
長
（
神
）

漢
語
・
マ
サ
ル
／
（
金
）
漢
語
・
マ
サ
ル
／
（
天
）
漢
語
・
マ
サ
ル　

9

長
（
神
）
漢
語
・
マ
サ
ル
／
（
金
）
漢
語
・
マ
サ
ル
／
（
天
）
漢
語
・
マ

サ
ル

　

神
田
本
と
金
沢
本
が
、
と
も
に
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
と
が

あ
る
場
合
、
天
理
本
で
も
漢
語
動
詞
読
み
が
認
め
ら
れ
、
和
語
動
詞
読
み

の
み
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。
天
理
本
で
漢
語
動
詞
読
み
の
み
の
例
が
3
例

見
ら
れ
る
。
神
田
本
・
金
沢
本
・
天
理
本
と
も
に
同
じ
和
訓
で
あ
る
例
が

5
例
見
ら
れ
る
。
2
「
労
」
は
、
神
田
本
が
「
イ
タ
ハ
ル
」
で
金
沢
本
が

「
ネ
キ
ラ
フ
」
で
天
理
本
が
漢
語
で
あ
り
、
6
「
聘
」
で
は
、
神
田
本
が

「
ヨ
フ
」
で
金
沢
本
が
「
ム
カ
ヘ
ヨ
フ
」、
天
理
本
が
「
ム
カ
フ
」
で
、
そ

れ
ぞ
れ
訓
が
異
な
っ
て
い
る
。

（
5
） 

神
田
本
に
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
が
あ
り
、
金
沢
本
が
漢

語
動
詞
読
み
の
み
で
あ
る

1
哭
（
神
）
漢
語
・
ナ
ク
／
（
金
）
漢
語
／
（
天
）
漢
語　

2
長
（
神
）

漢
語
・
ソ
ヒ
ユ
／
（
金
）
漢
語
／
（
天
）
漢
語　

3
貢
（
神
）
漢
語
・
タ

テ
マ
ツ
ル
／
（
金
）
漢
語
／
（
天
）
漢
語　

4
労
（
神
）
漢
語
・
イ
タ
ハ

ル
／
（
金
）
漢
語
／
（
天
）
漢
語　

5
禄
（
神
）
漢
語
・
ア
ル
／
（
金
）

漢
語
／
（
天
）
漢
語　

6
哭
（
神
）
漢
語
・
ナ
ク
／
（
金
）
漢
語
／
（
天
）

漢
語　

7
決
（
神
）
漢
語
・
サ
ク
ル
／
（
金
）
漢
語
／
（
天
）
漢
語　

8

食
（
神
）
漢
語
・
ク
ラ
フ
／
（
金
）
漢
語
／
（
天
）
漢
語
・
ク
ラ
フ

　

神
田
本
に
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
と
が
あ
り
、
金
沢
本
で
漢

語
動
詞
読
み
の
み
の
場
合
、
天
理
本
は
8
例
中
7
例
が
金
沢
本
と
同
じ
く

漢
語
動
詞
読
み
の
み
で
あ
る
。
神
田
本
で
漢
語
動
詞
で
読
ん
で
い
る
場
合
、

金
沢
本
も
天
理
本
も
漢
語
動
詞
読
み
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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（
6
） 

神
田
本
が
漢
語
動
詞
読
み
の
み
で
、
金
沢
本
に
漢
語
動
詞
読
み
の
み

が
あ
る

（
天
理
本
に
漢
語
動
詞
読
み
の
み
が
あ
る
。）

1
戮
2
散
3
陳
4
散
5
哭
6
感
7
帰
8
作
9
詠
10
復
11
服
12
信
13
和
14
通

15
哭
16
配
17
制
18
禁
19
死
20
征
21
感
22
聞
23
通
24
按
25
封
26
貢
27
謁
28
論

29
献
30
通
31
愛
32
奏
33
征
34
通
35
賀
36
感
37
感
38
済
39
服
40
語
41
語
42
化

43
対
44
題
45
勅
46
愛
47
朝
48
称
49
愛
50
要
51
作
52
害
53
奏
54
牓
55
称
56
勅

57
称
58
配
59
鏁
60
感
61
属
62
没
63
存
64
題
65
属
66
詔
67
存
68
失
69
奏
70
幸

71
帰
72
封
73
擬
74
変
75
決
76
賀
77
奏

（
天
理
本
に
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
が
あ
る
。）

52
害
（
害
ス
・
ソ
コ
ナ
フ
）

　

こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
神
田
本
、
金
沢
本
、
天
理
本
の
対
応
箇
所
は
、
77

例
中
76
例
が
天
理
本
で
も
漢
語
動
詞
読
み
の
み
で
、
残
り
の
1
例
（
52

「
害
」）
が
漢
語
動
詞
読
み
の
他
に
和
語
動
詞
読
み
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
神
田
本
に
お
い
て
漢
語
動
詞
で
読
ま
れ
て
い
る
漢
語
動
詞
形
成
漢
字

は
金
沢
本
・
天
理
本
で
も
漢
語
で
読
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

（
7
） 

神
田
本
が
和
語
動
詞
読
み
で
、
金
沢
本
に
漢
語
動
詞
読
み
の
み
が
あ
る

1
「
称
」（
神
）
イ
フ
／
（
金
）
漢
語
／
（
天
）
イ
フ　

2
「
滅
」（
神
）

キ
ユ
／
（
金
）
漢
語
／
（
天
）
キ
ユ　

3
「
奉
」（
神
）
タ
テ
マ
ツ
ル
／

（
金
）
漢
語
／
（
天
）
ツ
カ
ウ
マ
ツ
ル　

4
「
讃
」（
神
）
ホ
ム
／
（
金
）

漢
語
／
（
天
）
漢
語
・
ホ
ム

　

金
沢
本
で
漢
語
動
詞
読
み
の
み
の
あ
る
4
例
は
、
天
理
本
に
は
和
語
動

詞
読
み
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
天
理
本
の
ほ
う
が
金
沢
本

よ
り
漢
語
動
詞
読
み
が
さ
れ
や
す
い
こ
と
と
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ

る
。
た
だ
、
今
ま
で
の
分
類
（
1
）
か
ら
（
6
）
は
、
神
田
本
で
漢
語
動

詞
読
み
が
さ
れ
て
い
る
場
合
の
金
沢
本
と
天
理
本
で
ど
う
読
ま
れ
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
神
田
本
で
漢
語
動
詞
読
み
の
場
合

は
、
天
理
本
で
も
同
じ
よ
う
に
漢
語
で
読
む
例
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
認

め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
天
理
本
が
金
沢
本
よ
り
も
神
田
本
の
読
み
に
近
い

と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
神
田
本
で
和
語
動
詞
読

み
の
み
の
あ
る
例
が
、
天
理
本
で
和
語
動
詞
で
読
ま
れ
て
い
る
と
い
う
結

果
は
、
金
沢
本
で
漢
語
動
詞
読
み
の
み
の
場
合
に
、
天
理
本
に
和
語
動
詞

読
み
が
あ
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。
金
沢
本
と
天
理
本
と
の
関
係
と
い
う

よ
り
も
、
神
田
本
と
の
関
係
で
見
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
は
、

漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
訓
を
見
る
か
ぎ
り
、
天
理
本
は
金
沢
本
よ
り
神
田

本
と
近
く
、
そ
れ
に
対
し
て
金
沢
本
は
や
や
訓
に
独
自
性
が
認
め
ら
れ
る
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と
い
え
よ
う
。

（
8
） 

神
田
本
が
和
語
動
詞
読
み
で
、
金
沢
本
に
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動

詞
読
み
が
あ
る

1
「
任
」（
神
）
タ
フ
／
（
金
）
漢
語
・
タ
フ
／
（
天
）
漢
語
・
タ
フ

　

用
例
数
は
1
例
で
あ
る
が
、
金
沢
本
と
天
理
本
の
読
み
は
一
致
し
て
い

る
。

　

以
上
、『
白
氏
文
集
』
最
古
の
訓
点
資
料
と
さ
れ
る
神
田
本
を
中
心
に
、

漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
訓
に
つ
い
て
、
漢
語
動
詞
読
み
か
和
語
動
詞
読
み

か
と
い
う
観
点
か
ら
、
神
田
本
と
金
沢
本
と
天
理
本
の
三
本
を
比
較
し
た
。

こ
の
結
果
、
基
本
的
に
は
、（
6
）
の
「
神
田
本
が
漢
語
動
詞
読
み
の
み
で
、

金
沢
本
も
漢
語
動
詞
読
み
、
さ
ら
に
天
理
本
も
漢
語
動
詞
読
み
」
の
例
が

最
も
多
い
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
神
田
本
・
金
沢
本
・
天
理
本
の
漢
語
動

詞
形
成
漢
字
の
訓
は
漢
語
動
詞
読
み
で
一
致
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
三
本
間
で
異
な
る
読
み
方
を
さ
れ
る
場
合
も
多
い
。
特
に
、
金

沢
本
で
和
語
動
詞
読
み
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
天
理
本
で
は
漢
語
動
詞

読
み
が
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
。
こ
れ
は
、
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
だ
け
か

ら
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
神
田
本
と
天
理
本
の
訓
が
近
く
、
金
沢
本
は
神

田
本
や
天
理
本
と
は
や
や
異
な
っ
た
読
み
方
を
す
る
傾
向
も
認
め
ら
れ
た
。

七　

漢
語
動
詞
形
成
漢
字
に
付
さ
れ
た
神
田
本
の
第
一
次

仮
名
・
第
二
次
仮
名

　

こ
こ
で
は
、
神
田
本
で
、
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
に
対
し
て
複
数
の
訓
が

書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
例
に
つ
い
て
、
改
め
て
第
一
次
仮
名
・
第
二
次
仮

名
と
い
う
視
点
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
そ
の
訓
を
金
沢
本
・
天
理
本
と
比

較
す
る
。
神
田
本
の
第
一
次
仮
名
、
第
二
次
仮
名
と
、
金
沢
本
・
天
理
本

の
訓
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
田
本
・
金
沢
本
・
天
理
本
の

訓
の
関
係
に
つ
い
て
、
訓
の
系
統
と
い
う
観
点
か
ら
さ
ら
に
深
く
考
え
た

い
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
の
写
真
で
は
、
筆
者
は
第
一
次
、
第
二
次
の
別

は
判
断
し
が
た
い
の
で
、
そ
の
判
断
は
、『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』
に

よ
る
こ
と
と
す
る（9
）。

（
1
）
神
田
本
の
第
一
次
仮
名
・
第
二
次
仮
名
と
金
沢
本
・
天
理
本

　

神
田
本
に
漢
語
動
詞
読
み
と
和
語
動
詞
読
み
の
訓
が
併
記
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
第
二
次
仮
名
が
存
す
る
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
次
の
例
の
う
ち
、

「　

」
内
に
記
し
た
訓
が
第
二
次
仮
名
で
あ
る
。

1
喣
（
神
）
漢
語
・
イ
キ
ツ
ク
・
ア
キ
ト
フ
・「
ア
キ
ト
フ
」（
合
点
あ
り
）

／
（
金
）
イ
キ
ツ
ク
／
（
天
）
ア
キ
ト
フ　

2
着
（
神
）
漢
語
・
キ
ル

（
合
点
あ
り
）・「
キ
ル
」（
合
点
あ
り
）
／
（
金
）
キ
ル
／
（
天
）
キ
ル　
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3
献
（
神
）
漢
語
・「
漢
語
」（
合
点
あ
り
）・
タ
テ
マ
ツ
ル
／
（
金
）
タ
テ

マ
ツ
ル
／
（
天
）
漢
語
・
タ
テ
マ
ツ
ル　

4
奉
（
神
）
漢
語
・「
漢
語
」・

タ
テ
マ
ツ
ル
・
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ル
／
（
金
）
漢
語
・
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ル
／
（
天
）

漢
語　

5
長
（
神
）
漢
語
・「
マ
サ
ル
」
／
（
金
）
漢
語
・
マ
サ
ル
／

（
天
）
漢
語
・
マ
サ
ル　

6
長
（
神
）
漢
語
・「
マ
サ
ル
」
／
（
金
）
漢

語
・
マ
サ
ル
／
（
天
）
漢
語
・
マ
サ
ル

　

こ
れ
を
見
る
と
、
神
田
本
の
第
二
次
仮
名
は
、
用
例
1
・
2
・
3
・
4

の
よ
う
に
、
第
一
次
仮
名
と
同
一
の
訓
が
多
く
、
金
沢
本
と
天
理
本
と
の

比
較
に
お
い
て
新
た
な
問
題
は
生
じ
な
い
。
た
だ
し
、
用
例
5
と
6
の

「
長
」
に
関
し
て
は
、「
マ
サ
ル
」
と
い
う
和
語
動
詞
読
み
は
第
二
次
仮
名

で
あ
り
、
こ
れ
と
同
じ
訓
が
金
沢
本
と
天
理
本
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
神
田
本
の
第
二
次
仮
名
と
金
沢
本
と
天
理
本
の
訓
と
の
関
係

を
試
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
用
例
数
が
少
な
い
た
め
、
言
及
で
き
な

い
。
全
体
的
に
見
て
、
神
田
本
の
第
二
次
仮
名
と
金
沢
本
と
天
理
本
の
訓

と
の
間
に
、
関
係
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

（
2
）
神
田
本
に
付
さ
れ
た
合
点
と
、
金
沢
本
・
天
理
本
の
訓
と
の
関
係

　

神
田
本
の
加
点
状
況
で
、
金
沢
本
と
天
理
本
の
訓
と
関
わ
る
可
能
性
の

あ
る
書
き
入
れ
と
し
て
、
合
点
が
あ
る
。
以
下
、
神
田
本
に
合
点
の
書
き

入
れ
が
あ
る
例
を
挙
げ
て
、
金
沢
本
と
天
理
本
の
訓
の
状
況
を
示
す
。

1
操
（
神
）
漢
語
・
ア
ヤ
ツ
ル
（
合
点
あ
り
）
／
（
金
）
ア
ヤ
ト
ル
／

（
天
）
ア
ヤ
ツ
ル　

2
調
（
神
）
漢
語
・
ト
ト
ノ
フ
・
シ
ラ
フ
（
合
点
あ

り
）
／
（
金
）
シ
ラ
フ
／
（
天
）
シ
ラ
フ　

3
側
（
神
）
漢
語
・
ソ
ハ
タ

ツ
・
ソ
ハ
ム
（
合
点
あ
り
）
／
（
金
）
ソ
ハ
ム
・
ソ
ハ
タ
ツ
／
（
天
）
ソ

ハ
ム　

4
宿
（
神
）
漢
語
（
合
点
あ
り
）・
ヌ
／
（
金
）
イ
ヌ
／
（
天
）
イ

ヌ　

5
休
（
神
）
漢
語
（
合
点
あ
り
）・
ヤ
ム
／
（
金
）
ヤ
ム
／
（
天
）
ヤ

ム　

6
喣
（
神
）
漢
語
・
イ
キ
ツ
ク
・
ア
キ
ト
フ
・「
ア
キ
ト
フ
」（
合
点

あ
り
）
／
（
金
）
イ
キ
ツ
ク
／
（
天
）
ア
キ
ト
フ　

7
搉
（
神
）
漢
語
・

ト
ル
（
合
点
あ
り
）・
モ
ハ
ラ
ニ
ス
／
（
金
）
ト
ル
／
（
天
）
ト
ル　

8
唱

（
神
）
漢
語
・
ト
ナ
フ
（
合
点
あ
り
）
／
（
金
）
ト
ナ
フ
／
（
天
）
ト
ナ
フ　

9
接
（
神
）
漢
語
（
合
点
あ
り
）・
マ
ジ
ハ
ル
／
（
金
）
マ
ジ
ハ
ル
／

（
天
）
漢
語　

10
録
（
神
）
漢
語
（
合
点
あ
り
）・
シ
ル
ス
／
（
金
）
シ
ル

ス
／
（
天
）
シ
ル
ス　

11
落
（
神
）
漢
語
・
オ
ツ
（
合
点
あ
り
）
／
（
金
）

オ
ツ
／
（
天
）
オ
ツ　

12
着
（
神
）
漢
語
・
キ
ル
（
合
点
あ
り
）・「
キ
ル
」

（
合
点
あ
り
）
／
（
金
）
キ
ル
／
（
天
）
キ
ル　

13
献
（
神
）
漢
語
・「
漢

語
」（
合
点
あ
り
）・
タ
テ
マ
ツ
ル
／
（
金
）
タ
テ
マ
ツ
ル
／
（
天
）
漢

語
・
タ
テ
マ
ツ
ル　

14
虐
（
神
）
漢
語
（
合
点
あ
り
）・
シ
ヘ
タ
ク
／

（
金
）
ソ
コ
ナ
フ
・
シ
ヘ
タ
ク
／
（
天
）
漢
語
・
シ
ヘ
タ
ク　

15
食
（
神
）

漢
語
・
ハ
ム
（
合
点
あ
り
）
／
（
金
）
ク
ラ
フ
／
（
天
）
ク
ラ
フ
・
ハ
ム　

16
語
（
神
）
漢
語
・
モ
ノ
イ
フ
・
モ
ノ
カ
タ
リ
ス
（
合
点
あ
り
）
／
（
金
）

モ
ノ
カ
タ
リ
ス
／
（
天
）
カ
タ
ラ
フ　

17
労
（
神
）
漢
語
（
合
点
あ
り
）・

イ
タ
ハ
ル
／
（
金
）
漢
語
・
ネ
ギ
ラ
フ
／
（
天
）
漢
語　

18
持
（
神
）
漢

20
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語
（
合
点
あ
り
）・
モ
ツ
／
（
金
）
漢
語
・
モ
ツ
／
（
天
）
漢
語　

19
策

（
神
）
漢
語
・
シ
ル
ス
（
合
点
あ
り
）
／
（
金
）
漢
語
・
シ
ル
ス
／
（
天
）

漢
語
・
シ
ル
ス　

20
哭
（
神
）
漢
語
（
合
点
あ
り
）・
ナ
ク
／
（
金
）
漢
語

／
（
天
）
漢
語　

21
長
（
神
）
漢
語
（
合
点
あ
り
）・
ソ
ヒ
ユ
／
（
金
）
漢

語
／
（
天
）
漢
語　

22
貢
（
神
）
漢
語
（
合
点
あ
り
）・
タ
テ
マ
ツ
ル
／

（
金
）
漢
語
／
（
天
）
漢
語　

23
労
（
神
）
漢
語
（
合
点
あ
り
）・
イ
タ
ハ

ル
／
（
金
）
漢
語
／
（
天
）
漢
語　

24
禄
（
神
）
漢
語
（
合
点
あ
り
）・
ア

ル
／
（
金
）
漢
語
／
（
天
）
漢
語

　

漢
語
動
詞
形
成
漢
字
に
つ
い
て
、
合
点
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
神
田
本

と
天
理
本
と
の
結
び
つ
き
が
見
え
て
く
る
。
神
田
本
で
合
点
が
付
さ
れ
た

訓
が
金
沢
本
に
見
ら
れ
ず
天
理
本
に
見
ら
れ
る
例
と
し
て
は
、
用
例
1

「
操
」、
用
例
6
「
喣
」、
用
例
9
「
接
」、
用
例
14
「
虐
」、
用
例
15
「
食
」、

用
例
17
「
労
」、
用
例
18
「
持
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
神
田
本
で
合

点
が
付
さ
れ
た
訓
が
天
理
本
に
見
ら
れ
ず
金
沢
本
に
見
ら
れ
る
例
は
な
い
。

神
田
本
で
合
点
が
付
さ
れ
た
訓
が
金
沢
本
と
天
理
本
と
ど
ち
ら
に
も
見
ら

れ
る
例
を
合
わ
せ
る
と
、
神
田
本
に
付
さ
れ
た
合
点
と
、
そ
の
後
の
加
点

本
で
あ
る
金
沢
本
と
天
理
本
と
の
関
係
が
見
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
神
田
本
に
付
さ
れ
た
合
点
は
、『
白
氏
文
集
』
の
そ
の
後
の
訓
読
に

も
受
け
継
が
れ
て
い
く
訓
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
こ
の
点
か
ら
す

る
と
、
先
に
掲
げ
た
用
例
の
24
例
中
、
21
例
に
、
漢
語
読
み
の
ほ
う
に
合

点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
神
田
本
の
加
点
時
期
に
お
い
て
、
後
世
に

も
受
け
継
が
れ
て
い
く
べ
き
漢
語
動
詞
読
み
が
す
で
に
多
く
存
し
た
こ
と

を
示
す
事
例
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お　

わ　

り　

に

　

今
回
、『
白
氏
文
集
』
の
訓
点
資
料
を
取
り
上
げ
、『
源
氏
物
語
』
の
漢

語
動
詞
の
語
幹
を
形
成
す
る
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
に
つ
い
て
、
漢
語
動
詞

形
成
漢
字
の
訓
の
状
況
を
比
較
し
た
。
結
果
と
し
て
は
、『
源
氏
物
語
』
の

漢
語
動
詞
の
語
幹
を
形
成
す
る
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
は
、
訓
点
資
料
で
は
、

「
調
」「
啓
」
な
ど
を
除
き
、
漢
語
動
詞
で
読
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、『
源

氏
物
語
』
の
漢
語
動
詞
と
、
訓
読
に
お
け
る
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
訓
と

が
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
恐
ら
く
は
、
漢
文
訓
読
の

歴
史
の
中
で
、
漢
語
動
詞
と
し
て
読
む
と
い
う
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
枠

組
み
が
経
験
的
に
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

神
田
本
に
お
い
て
、
漢
語
読
み
の
方
に
多
く
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
い
え
よ
う
。『
源
氏
物
語
』
に
使
用
さ
れ
る
漢
語
動
詞
は
、
多
く
は

そ
の
よ
う
な
訓
読
に
お
け
る
漢
語
動
詞
読
み
の
経
験
の
中
か
ら
生
ま
れ
て

き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、『
源
氏
物
語
』
で
使
わ
れ
て
い
る
全
て
の
漢

語
動
詞
が
、
訓
読
を
経
由
し
て
取
り
込
ま
れ
た
と
は
言
え
ず
、
例
え
ば

「
こ
ら
え
る
」
と
い
う
意
味
の
「
念
」
が
漢
文
に
認
め
ら
れ
な
い
と
い
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
訓
点
資
料
と
は
関
わ
り
な
く
生
ま
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
点
は
、『
源
氏
物
語
』
の
漢
語
動
詞
成
立
の
複
雑
さ
を
示
す
も
の
で
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あ
っ
て
、
漢
語
動
詞
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
慎
重
に
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
回
は
『
白
氏
文
集
』
の
三
種
類
の
訓
点
本
と
い
う
限
ら
れ
た
な
か
で

の
考
察
で
、
結
論
と
し
て
は
断
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
。
今
後
は
、

訓
点
資
料
を
増
や
し
て
、
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
底
本
と
の
関
係
、
各

博
士
家
と
訓
と
の
関
係
、
時
代
差
な
ど
、
漢
文
訓
読
に
お
け
る
訓
の
選
択

の
問
題
は
、
な
お
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
す

べ
て
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
今
回
の
考
察
を
と
お
し
て
、

『
源
氏
物
語
』
の
漢
語
動
詞
の
成
立
過
程
の
一
端
を
、
訓
読
と
い
う
観
点
か

ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

注（
1
） 

巻
三
の
末
尾
に
「
天
永
四
年
三
月
廿
八
日
哺
時
雨
中
点
了　

藤
原
茂
明
」
と

あ
り
、
巻
四
末
尾
に
「
天
永
四
年
三
月
廿
八
日
点
了　

藤
原
茂
明
」
と
あ
る
。

太
田
次
男
博
士
は
、「
巻
三
・
四
の
本
文
は
同
筆
で
は
な
い
の
で
、
別
々
に
書

写
さ
れ
た
本
文
に
、
両
巻
を
通
じ
て
同
じ
時
期
に
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。」

と
さ
れ
る
。（『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』
太
田
次
男　

小
林
芳
規
著　

勉
誠

社　

一
九
八
二
年　

一
二
八
頁
）

（
2
） 

川
瀬
一
馬
博
士
の
「
金
澤
文
庫
本
白
氏
文
集　

覆
製
解
説
」
に
よ
れ
ば
、

「
三
、
四
は
一
筆
で
、
巻
四
末
の
長
文
の
跋
に
拠
れ
ば
、
菅
家
の
傳
本
を
以
て

書
写
し
た
も
の
で
、
正
保
二
年
の
資
慶
の
奥
書
の
署
名
の
下
に
「
手
印
」
と
あ

る
か
ら
、
資
慶
の
手
写
本
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
が
、
本
書
の

書
体
そ
の
も
の
は
、
正
保
頃
の
書
写
と
見
ら
れ
る
書
き
振
り
で
、
料
紙
そ
の
他

も
や
は
り
そ
の
頃
の
も
の
と
認
め
て
差
し
支
へ
な
い
と
思
は
れ
る
の
で
、
正
保

二
年
に
直
ぐ
続
く
頃
の
書
写
本
で
あ
ろ
う
。」
と
さ
れ
る
。『
白
氏
文
集　

金
澤

文
庫
本
』（
川
瀬
一
馬
監
修　

勉
誠
社　

一
九
八
三
年
―
一
九
八
四
年
）

（
3
） 

築
島
裕
博
士
の
「
訓
点
解
説
」
に
よ
れ
ば
、
巻
第
三
に
つ
い
て
は
、「『
文

集
』
巻
第
三
に
は
、
永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）
八
月
十
七
日
鎌
倉
金
剛
寿
福
寺

朝
誉
の
書
写
奥
書
を
有
す
る
。（
中
略
）
加
点
の
奥
書
は
存
し
な
い
が
、
多
分

書
写
と
同
時
の
加
点
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。」
と
さ
れ
、
巻
第
四
に
つ
い
て

は
、「『
文
集
』
巻
第
四
の
一
巻
は
、
奥
書
に
よ
っ
て
鎌
倉
時
代
正
応
二
年
（
一

二
八
九
）
の
書
写
と
認
め
ら
れ
る
。
全
巻
に
亘
っ
て
、
墨
書
の
訓
点
が
あ
り
、

本
文
と
同
筆
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
訓
点
も
同
じ
く
正
応
二
年
の
も
の
と
見
る
こ

と
が
出
来
る
。」
と
さ
れ
る
。（
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書
漢
籍
之
部 

第
2
巻　

天

理
圖
書
館
善
本
叢
書
漢
籍
之
部
編
集
委
員
会
編
集　

一
九
八
〇
年　

44
頁
〜
45

頁
）

（
4
） 

一
字
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
用
例
及
び
用
例
数
は
、『
源
氏
物
語
大
成　

索

引
篇
』（
池
田
亀
鑑
編
著　

中
央
公
論
社　

一
九
五
三
）
を
参
考
に
し
、
筆
者

が
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
阿
部
秋
生　

他　

校
注
・
訳　

一
九
九

四
―
一
九
九
八　

小
学
館
）
を
通
読
し
て
採
取
し
た
。

（
5
） 

前
掲
の
『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』
所
収
の
訓
読
文
（
小
林
芳
規
博
士
作

成
）
を
通
読
し
、
検
索
し
た
。

（
6
） 

『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』
所
収
の
本
文
写
真
に
よ
る
。

（
7
） 

用
例
検
索
は
、
注
2
の
文
献
所
収
の
写
真
を
通
読
し
て
行
っ
た
。

（
8
） 

用
例
検
索
は
、
注
3
の
文
献
所
収
の
写
真
を
通
読
し
て
行
っ
た
。

（
9
） 

「
訓
読
文
で
は
、
第
一
次
仮
名
は
無
標
記
で
示
し
、
角
筆
仮
名
は
「
」（
角
）、

又
は
異
訓
併
記
の
場
合
は
〖
角
、〗
で
示
し
た
。
第
二
次
仮
名
及
び
第
三
次
仮

名
に
つ
い
て
は
、「
」
に
包
ん
で
示
し
た
。
第
二
次
仮
名
と
第
三
次
仮
名
と
の

区
別
は
認
定
に
困
難
が
多
い
の
で
特
に
区
別
せ
ず
、
す
べ
て
「
」
に
包
ん
で
示

し
た
。」（『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』　

75
頁　

訓
読
文
凡
例
）
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